
目指せ！目指せ！〝生薬の里〟美郷

問●町農政課　農業振興班　☎0187(84)4908

平成30年度の生薬栽培について

●根が生薬となります。根は１ｍ以上の長さに
　なります。（高畝栽培推奨）
●定植は手作業、収穫は機械作業になります。

平成30年度の生薬栽培（カンゾウ、キキョウ、エイジツ）に取り組みたい方を募集します。
生薬栽培を希望する方は下記の条件を確認し、１月末まで農政課へご連絡ください。

各生薬の詳細についてはお問い合わせください。また、町では薬用植物栽培勉強会を随時開催しています。
生薬栽培をしてみたい方、興味のある方のご参加をお待ちしています。

栽培希望条件

■圃場条件等（共通事項）
・水田、畑地等で日当たりが良く、水はけの良く耕土の深い土壌であること。
・無人ヘリ防除による農薬飛散の恐れがないこと。
・除草剤等の農薬が使用できないため、手作業による除草作業が可能であること。
　（定植後から発芽までの間の除草作業が特に重要です。マルチ使用可）
・誓約書、栽培記録を提出できること。
・生薬栽培に必要な事項について同意できること。
■その他
・定植前に土壌検査を行います。
・生薬栽培に取り組んだ場合、栽培面積に対して助成事業があります。
　美郷町生薬栽培支援事業補助金（40,000円/10a）

◎カンゾウ（３年栽培）

●根が生薬となります。根は30㎝程度の長さに
　なります。（高畝栽培推奨）
●２年目に花を販売することが可能です。
　（直売所など）
●定植は手作業、収穫は機械作業になります。

◎キキョウ（２年栽培）

●実が生薬になります。定植後３年目以降、実
　が収穫できます。
●比較的土壌条件が悪くても育ちます。

◎エイジツ（トゲの少ない品種）

ⓒ東京生薬協会ⓒ東京生薬協会
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美
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ばっちゃん
百貨の魔法
キラキラ共和国
大人になったらしたい仕事

○△□のくにのおうさま

伊集院 要（著）
村山 早紀（著）
小川 糸（著）

朝日中高生新聞編集部（編）
こすぎ さなえ（さく）

今月のおすすめ

カンボジアＰＫＯ日記
どんな時でも人は笑顔になれる
小泉進次郎と福田達夫
腱鞘炎は自分で治せる
農地法読本
バロックの光と闇
琥珀の夢  上・下
ノーマンズランド
西郷どん！  前編・後編
踊る星座

明石 康（著）
渡辺 和子（著）
田崎 史郎（著）
高林 孝光（著）
宮崎 直己（著）
高階 秀爾（著）
伊集院 静（編）
誉田 哲也（著）
林 真理子（著）
青山 七恵（著）

クニマスは生きていた！
いじめ　心の中がのぞけたら  ２・３
かいけつゾロリのちていたんけん
安寿姫草紙（ものがたり）
オリンピックのおばけずかん

池田 まき子（著）
本山 理咲（著）

原 ゆたか（さく・え）
三田村 信行（作）
斉藤 洋（作）

くませんせいがねているうちに
ウサギのすあなにいるのはだあれ？
おとえほん
６０秒のきせき
こねてのばして

すとう あさえ（ぶん）
ジュリア・ドナルドソン（文）
エルヴェ・テュレ（さく）

レズリア・ニューマン（ぶん）
ヨシタケ シンスケ（作）
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書
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本

問い合わせ●学友館　☎0187（84）4040

新刊図書新刊図書のご案内ご案内新刊図書のご案内
学友館から
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「 クラメ 」
坂本 和子さん（六郷）

ト】】【【イイラララストトト

　応募される方のお名前、住所、電話番号を明記のうえ、1月12日㈮までご応募ください。
応募は１点までとしますが、紙面の都合上、すべては掲載できないことがあります。内容が
広報掲載上好ましくない作品については掲載しません。
応募先●役場総務課、六郷出張所、仙南出張所
　　　　町のメール　info@town.misato.akita.jp

作品を募集します（ジャンル不問）
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